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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月6日(2017.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報端末と接続される表示装置であって、
　前記情報端末から画像を受け付ける映像入力部と、
　前記映像入力部により受け付けた画像を表示し、タッチ操作により指定されたタッチ位
置を検出するタッチパネルと、
　前記タッチパネルが前記タッチ位置を検出した場合に、前記タッチ位置と前記タッチパ
ネルの基準位置との間に関する量、および前記タッチパネルの基準位置を示す情報を前記
情報端末に送信する制御部とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記タッチパネルの基準位置を示す情報は、前記タッチパネルの横方向と縦方向それぞ
れに対して所定の最大量または最小量を示す情報であることを特徴とする請求項1に記載
の表示装置。
【請求項３】
　前記タッチパネルの基準位置を示す情報は、前記タッチパネルの右下端となる情報であ
ることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　情報端末と接続される表示装置の制御方法であって、
　前記表示装置は、画像を表示しタッチ操作により指定されたタッチ位置を検出するタッ
チパネルを備え、
　前記情報端末から画像を受け付けることと、



(2) JP 2017-120664 A5 2017.8.17

　前記情報端末から受け付けた画像を前記タッチパネルに表示することと、
　前記タッチパネルが前記タッチ位置を検出した場合に、前記タッチ位置と前記タッチパ
ネルの基準位置との間に関する量、および前記タッチパネルの基準位置を示す情報を前記
情報端末に送信することとを含むことを特徴とする制御方法。
【請求項５】
　前記タッチパネルの基準位置を示す情報は、前記タッチパネルの横方向と縦方向それぞ
れに対して所定の最大量または最小量を示す情報であることを特徴とする請求項４に記載
の制御方法。
【請求項６】
　前記タッチパネルの基準位置を示す情報は、前記タッチパネルの右下端となる情報であ
ることを特徴とする請求項４または請求項５に記載の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の第１の態様による表示装置は、情報端末と接続される表示装置であって、前記
情報端末から画像を受け付ける映像入力部と、前記映像入力部により受け付けた画像を表
示し、タッチ操作により指定されたタッチ位置を検出するタッチパネルと、前記タッチパ
ネルが前記タッチ位置を検出した場合に、前記タッチ位置と前記タッチパネルの基準位置
との間に関する量、および前記タッチパネルの基準位置を示す情報を前記情報端末に送信
する制御部とを備える。
　本発明の第２の態様による制御方法は、情報端末と接続される表示装置の制御方法であ
って、前記表示装置は、画像を表示しタッチ操作により指定されたタッチ位置を検出する
タッチパネルを備え、前記情報端末から画像を受け付けることと、前記情報端末から受け
付けた画像を前記タッチパネルに表示することと、前記タッチパネルが前記タッチ位置を
検出した場合に、前記タッチ位置と前記タッチパネルの基準位置との間に関する量、およ
び前記タッチパネルの基準位置を示す情報を前記情報端末に送信することとを含むことを
特徴とする。
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